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　頻動脈内にRエ　（　’　3うXe　）を注入することによる脳循

環動態検査では、マルチクリスタルB6nder型ガンマカ

メラにより局所的なガンマ線をカウントすることが可

能である。各局所ごとに　ユ）ZierlerにょるHighbe

over－Arθa法　2）工nitial　slope法　5）2　compart－

ment法によb、r－C　BFを算出することによb、機能

図（functiOnal　image）の作製などの多くの報告がみ

られる。本報告では、各局所ごとの実データに基き、

各々の手法によりr－CBFの算出を行つた結果を示し

、実データ処理における問題点を述べる。

　コンパートメント解析を用いて、灰白質、自質に、

各々コンパートメントを定め、Rエのf10Wモデルをエ）

灰白質、白質が直列である場合（catena　ry　mode　1　）

2）灰白質、白質を並列とみなした場合でのモデルにつ

いて、線形定係数の微分方程式で記述することにより

、各々の場合のwashoutカーブを算出し、上記U～5）

の手法によるr－CBF値との関連について検討した結

果について報告する。

　1ヨヨXeのclearanceを基にした脳循環のfunctional

imagi　ngでは、脳局所血流量に相当するガンマ線のカ

ウント数が得られるため、脳血管障害の病態解明の一

手段として多くの発表がなされている。本報告では、

コンパートメント解析を導入して、実データから得ら

れる種々のパラメータ推定値について、従来の手法に

よる結果と比較して考察する。

　実データを得るために、i33Xeを5mci内脛動脈にカテ

ーテルを介して注入し、同時に局所で比較的良好なカ

ウント数が得られるmulticrystal　6cintiUation　gr

amユcame】：（system　－70）を用い、1eec／tramθ

のサンプル間隔で約11分間計測した660fra皿esの画像

を磁気テープに収集し、各局所のclearance　curveを

得たo

　脳局所、すなわちmatrix　elθment（1cm×1・cm）を

対象とした場合、解剖学的形態から、コンパートメン

トモデルとしてカテナリーシステムが考えられる。

matrix　elementの各ClearanCe　CUrVeを比較すると、

局所によってpeak　arrival　timeとpeak　cOuntに大き

な差異がある。内頸動脈へのimpu18e　injecti。nに対

して、局所へのinput　fUnctiOnはより拡がりをもち、

遅れ項を含んでいることが考えられる。従つて、従来

のZierlerによるHightH）vθr　rea法を適用して平均脳

局所血流量を求める場合は、局所の入カトレーサ量に

対する考察が必要である。さらに、各コンパートメン

ト（脳動脈、灰白質部、白質部）の関係を、定係数の

線形微分方程式で表わす時、観測値の分布は、指数関

数の和を期待値とするボァソン分1fiで与えられるから

、サンプル間隔とコンパートメント数を考慮して実デ

ー タを用いて、非線形最適化法により、各パラメータ

の最尤推定値を求めた。得られたパラメータ推定値の

生理学的意味づけと、臨床的な有効性を検討した。
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